
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大迫高校保健だより

No.４ 

令和５年７月 

７月も残りわずかとなりました。新型コロナウイルス感染症が５類に移行
され、行動制限のない夏休みを迎えます。夏休みを充実させるには、健康な
体が必要です。夏休み中も食事・睡眠を十分にとり、体を動かすことを意識
しないと、免疫力低下に繋がり、感染症や病気にかかりやすくなります。心
身をリフレッシュさせ、夏休み明けも学校生活を元気に送りましょう。 
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学校は 8月 21日（月）から始まります。 
提出物などの忘れ物や遅刻がないようにして、元気
に登校してきてください。 

 
 

治療勧告書を受け取った人は 
夏休み中に受診をしてください。 

 

 

夏休み期間中のオンライン相談窓口 

「大迫高校 こころの相談室」 

一人では抱えきれない悩みがある際に、活用してく

ださい。また、相談は対面で実施します。学校閉庁

日、出張等で希望する職員との相談日時が希望にそ

えないことがありあます。そのような場合は、公的

機関の相談窓口も活用してみてください。 

「生きづらびっと」ＬＩＮＥ相談 
LINE友だち追加後、チャット形式で相談できます。 



 

未来の風せいわ病院理事長 智田文徳先生より、「死にたいく
らい辛くなったときにどう生き延びるか」をテーマにした講話
を、アクティビティを通して学びました。 

 

心の病（危機）は、誰でも発病する

可能性があります。生きている間に

うつ病などにかかる人は、およそ５

人に 1人と言われています。 

 

人を苦しめるのが人ならば 
人を救えるのも人 

学校・家庭・習い事先・・ 
自分が本音で話をできる人の
存在が、あなたを救います。そ
のような存在を高校生のうち
に見つけられると良いですね。 

肩を弛めよう！リラクセーション法 

智田先生の話したものを絵

に描き、最後にグループで

見せ合います 

 

心の中をのぞいてみよう 

聞いて書いた絵が、みんなバラバラ
で、人は感じ方・考え方が違い、それ
ぞれクセがあることを理解しました 

【生徒の感想】 

・自分が聞いて思ったことと、相手が思ったことは
全然違うという事がわかった 

【 生 徒 の 感 想 】 

・人の心を読み取ることがあれだけ難しいということを初め
て知った。 

・コミュニケーションの大切さが改めて理解出来た 

相手が「今何を考えているのだろう？」と、
想像することは対人関係においても大切で
す。でもやっぱりテレパシーで伝えること
は難しい！このゲームでコミュニケーショ
ンの重要性も学びました。 相手の考えている１～５

の数字を当てます。 

 ３ 

「わかりたいあなたの気持ち」テレパシーゲーム 

ウサギの研究（コレステロールの高い食事を与えて動
脈硬化の関連を調べる実験） 

・背の低い飼育員  ・非常にうさぎ好き 
・餌をあげるときなでたり話しかけていた 

他のうさぎに比べて 60％も動脈硬化発生率が低かった 

うさぎも人間もコミュニケーションが大事 
【生徒の感想】 

・相手の心はわからないけどコミュニケーションをとれば少
しはわかりあえると思った。 

・自分の心を守るためにも人とのコミュニケーションを大切
にしていきたいと思った。 

からだの疲れや緊張は、心にも影
響を及ぼします。肩の上げ下げ運
動でリラックスをしましょう。 


